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 情報ひろば

行方市の人口
総　数　34,524 人（＋ 22）
　男　　17,240 人（＋ 24）
　女　　17,284 人（－２）
世帯数　12,962 世帯（＋ 42）

令和元年 11月１日現在
※外国人住民を含む
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https://www.youtube.com/
watch?v=IVAUma8WqlM

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分　
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

行方市公式ツイッター
つぶやき中！

市政情報、イベント情報や緊急情報など、
行方市の情報を幅広くつぶやきます。
【問】政策推進室　☎ 0299-72-0811

　11 月１日（金）、本市２人目となる地域おこし協力隊ボルド　ゾルジャルガルさんが
着任しました。外国人国籍の地域おこし協力隊は茨城県内初と
なります。
　今年８月に本市で実施された、モンゴル国ウエイトリフティ
ングナショナルチームの事前キャンプに通訳として参加した際、
本市に魅力を感じ、協力隊に応募されました。今後、両国をつ
なぐ懸け橋としての役割を担います。

■地域おこし協力隊の紹介
　ボルド　ゾルジャルガル（BOLD　ZOLJALGAL）　37 歳（モンゴル国籍）
　北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科
　「ヒューマンライフデザイン」博士前期課程修士修了
■本人からのコメント
　行方市は自然美しい場所であり、国内外にこの地域の豊かさを教える必要があると感
じています。
　私は、両国の文化交流や人材育成を進めるほか、SNS を活用して、モンゴル国に本市
の情報発信をしてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

新しい「行方市地域おこし協力隊」が着任しました！

■「地域おこし協力隊」とは
　平成 21 年度に創設されたもので、都市地域から住民票を移動して一定期間地域に居
住し、地域ブランドや産品の開発・PR など、地域での協力活動に従事しながら、その
地域への定住・定着を図る制度で、近年、受け入れる自治体が急激に増えています。
　なお、原則的に地域おこし協力隊に係る人件費、活動費については、特別交付税により、
全額国庫負担となります。

■最近の活動
　行方市の魅力を伝えるため精力的に活動しています。

▶第６回行方ふれあいまつり
　茨城新聞社移動編集局の
　市民記者

◀�モンゴル国ウエイトリフ
ティングナショナルチーム
の通訳
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●北浦クイックステーション ： 行方市山田1301-1

玉造支店  ： 行方市玉造甲337
℡：0299-55-0101

行方市麻生1135-31
℡：0299-72-0551麻生支店  ： ◇土日、祝日の予約施術を受付ます◇

◇高齢者の往診、送迎相談受付ます◇

詳細は行方市ホームページのバナー広告をご覧ください。

柔道整復師・はり師・きゅう師
健康保険・労災保険・各種自由診療
交通事故傷害・疲労回復施術・往診受付

日

予約

休業日 １月１日～３日　paypay・ORIGAMIpay スマホ決済

予約予約

ひとりひとりの豊かな人生　～男女共同参画社会の実現のために～

【問い合わせ】企画政策課（麻生庁舎）☎０２９９－７２－０８１１

今月は、第 3 次行方市男女共同参画基本計画の基本目標４についてご紹介します。

本市では、誰もが暮らしやすい地域社会へ向けて、市民とのネットワー
クを強化し総合的な推進体制を形成します。

基本目標４ 男女共同参画社会の実現のためのしくみづくり

●市民との協働による推進体制の充実●
　�市民と行政がともに連携・協力する市民協働による体制づくりや防災等における地域活動の連
携を進めるため、①市民と行政の双方向での情報提供や事業提案、②地域コミュニティおよび
市民ネットワークの構築、③男女共同参画の視点に立った地域防災・復興体制の構築を進めます。
　�また、基本計画に基づく施策を総合的かつ効果的に推進するため、行方市男女共同参画推進委
員会設置し、①男女共同参画社会実現に向けた啓発、②施策の評価・提言、③関係団体のネッ
トワークづくりを進めます。

●他団体との協働による推進体制の充実●
　�関係団体間での連携や協働を積極的に展開するため、①事業所との双方向での情報提供や提案、
②国や県、他の市町村との連携、③NPO、地域団体等の育成および連携を進めます。

●市役所内の推進体制の充実●
　行政において関係組織の設置および運営を行い、効果的な事業展開を進めます。

行方市男女共同参画推進委員会風景 お子さんも一緒に


